淡江大學  九十七學年度第一學期課程教學計畫表(格式二)
壹、科目名稱：日語會話(四)
貳、授課老師：堀越和男
參、開課系所班級：日文系（日）4年級H班
肆、必選修：必修
伍、學分數：2學分（上、下 學期  4   學分）
陸、先修科目：日語會話(三)
柒、教學內容及進度：
このクラスでは、一年を通して「映像作品制作」と「ビジネス(敬語)会話と就職面接」の二つの項目について学ぶ。

一、映像作品制作
　　　社会に出ると、日本語の知識だけでなく、様々な能力が試される。この授業では、映像作品制作を通し、日本語能力の向上はもちろん、創造力・思考力・協調性・コンピュータの能力等を協働的な学習により身につける。
　　　１学期は、まず映像作品制作とは何かということについて学ぶ。テーマを決めてグループで実際に調査をし、その結果をレポートにまとめ、パワーポイントを使って発表した後、映像作品を試作する。これによって映像処理ソフトの使い方や構成の重要性などを理解し、制作するための基礎的な知識や技術を身につける。（2学期は、１学期に培った能力、チームワークを最大限に発揮し、見る者の心に訴える作品を作る。）　
　　　なお、この授業で作った作品は畢業専題として認められるので、映像作品を畢業専題にしたい学生はこの授業を履修することを勧める。

二、ビジネス(敬語)会話と就職面接
　ビジネス(敬語)会話（1学期）
　　　卒業後、ビジネスや業務等で敬語を使った会話の場面に遭遇するだろう。この授業では待遇表現（主に敬語）を学び、実際にそのような場面を想定し、円滑なコミュニケーションがとれるように練習する。
※日系企業の就職面接の練習（2学期）
　　　　　日本語学科の多くの学生は大学、あるいは大学院を卒業した後、就職するここと思う。その中には日系企業を希望する学生も少なくはないだろう。そこで、面接試験とはどのようなものなのかということを理解した上で、日系企業の面接ではどんな質問がされるのか、その際どのように受け答えをすればいいのか、そしてどのような点に注意し話せばいいのか等を学ぶ。
捌、授課方式：

　　　映像作品制作ではグループで課題に取り組み、調査、報告、作品制作を行う。ビジネス会話は場面を設定したロールプレイ練習を中心に行う。どちらも宿題を課し、それを踏まえて授業を行うので、必ず宿題をしてくること。
玖、教學設備：電腦
投影機
拾、教材課本：自作教材
拾壹、參考書籍：
拾貳、成績考核方式：

	
	平時成績（出席・参加態度・小テスト等）：30％

	
	期中考成績：0％

	
	期末考成績：30％

	
	讀書報告：  0％

	
	其他（宿題・発表・作品の完成度等）：40％


